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• 本年4月1日よりCFOを務めさせていただいております、矢野と申します。

• まずは私から、「2020年度通期決算と中期経営計画2020の総括」についてご説明させて頂きます。
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• スライド2は2020年度の実績サマリーです。

• 売上収益は、前期比372億円、7.9%増収の5,061億円と、IFRS適用後初の5,000億円突破となりました。

• 営業利益は、前期比143億円、34.6%増益の555億円、

• 親会社の所有者に帰属する当期利益は、前期比115億円、39.3％増益の408億円となり、売上収益・営業利益
・当期利益、いずれも過去最高を更新しております。

• これに伴い、営業利益率は11%、ROEは11.5%となります。

• これらは期初予想公表段階における戦略の順調な執行に加え、後程ご説明しますCOVID-19の影響と湖池屋企
業結合による影響が寄与したものとなります。

• この結果、期初予想に加え2021年1月5日に公表した修正予想をも大きく上回って着地することとなりました。
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• スライド3はセグメント別の売上収益の実績です。

• 国内は前期比241億円、7.1％増収の3,653億円、海外は前期比131億円、10.3％増収の1,408億円で着地
しました。

• 海外については、円換算時為替変動の影響△105億円を除くと236億円の増収となります。

• 国内その他セグメントについては、カップヌードルミュージアムの一時休館といったCOVID-19影響に伴う減収となりまし
たが、これを除いては2桁成長となった海外を中心に全セグメントで増収となりました。

• 各セグメントの詳細につきましては、Appendixをご参照ください。
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• スライド4はセグメント別の営業利益の実績です。

• 国内は前期比73億円、21.3％増益の416億円、海外は前期比33億円、26.8％増益の157億円で着地し、こ
れにその他連結調整40億円とグループ関係費用△58億円を加算したものが連結営業利益555億円となります。

• 海外については円換算時為替変動の影響△12億円を除くと45億円の増益です。

• 為替影響控除後では、ブラジルレアル安等の影響を大きく受けた「米州地域」セグメントおよび、後程ご説明します新
規事業への投資に着手した「国内その他」セグメントを除き、全セグメントで2桁増益となりました。
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• スライド5は、IFRS上営業利益に含まれる「その他収支」を指した非経常損益差異による影響です。

• 冒頭申し上げました湖池屋企業結合による影響43億円が主な要因となります。
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• スライド6は、COVID-19による業績影響の分析結果です。

• これまで、定性面での取組および定量面での売上収益影響を開示してきましたが、今回新経営計画および21年度
事業計画の策定にあたりその影響を再度精査いたしました。

• COVID-19影響は非常に広範囲におよび、販売側面だけみても巣ごもり前の影響、加工食品の価値見直しによる
ベースアップの影響、消費のニューノーマル化影響等を明確に切り分けて認識することは難しい状況ではありますが、そ
うした状況下一定のロジックに基づいてセグメント別の影響を算出しております。

• その結果、売上収益への影響は国内+52億円、海外+113億円の計165億円、営業利益への影響は国内+77
億円、海外+28億円の計105億円と分析しております。

• 特に国内では、利益影響が売上影響を上回っておりますが、こちらは収益性の高い定番品の構成比の高まりや、需
給バランスの変化に伴う販売費の抑制、その他経費の不使用の影響によるものです。

6



• スライド7は、2020年度をもって完了いたしました中期経営計画2020の総括です。

• 本中計では、大きく「本業で稼ぐ力」としての利益目標と、2019年5月の決算発表において通過目標として再定義し
た「資本市場価値」としての時価総額目標の2つを掲げておりましたが、COVID-19禍におけるステークホルダーのみな
さまからのご評価をいただいたことにより、いずれも達成することができました。

• 特に利益目標につきましては、2020年5月公表の修正目標のみならず、5年前に公表した当初目標をも上回って達
成したかたちとなります。

• カップヌードルのGlobal Branding等からなる戦略テーマの実行状況等につきましては、Appendixをご参照ください。
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• 中期経営計画2020を終え、これからの経営計画を考えるにあたっての重要な前提についての認識をスライド8にお示
ししております。

• まず何より、自然環境の悪化等からなる環境・社会問題の解決と経済価値の同時実現を目指すCSV経営が経営
の大前提となったことに加え、COVID-19によって改めて注目が高まった「レジリエンス」の重要性が、これまで以上に増
すものと認識しています。

• CSV経営、レジリエンス、そしてディスラプティブイノベーションによって、両利きで各企業独自のCSV経営を追求していく
ことがこれからの経営の要件であり、その実現に向けては「変化・変革」を大前提とした経営計画が重要であるものと考
えています。

• この理解にもとづく新経営計画につきまして、この後CEOの安藤からご説明いたします。
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• 代表取締役 取締役社長・CEOの安藤宏基でございます。本日は当社の決算説明会にご参加いただき、ありがとうご
ざいます。COVID-19についてはまだまだ予断を許さない状況が続きますが、当社においては2016年度から5か年を
対象とした中期経営計画2020を無事達成して完了することができ、責任を果たした気持ちです。しかしながら、時価
総額目標も含めて全ての目標は「通過目標」であり、「成長一路、頂点なし」という創業者の言葉を体現し続けるべく
、新たな経営計画に挑戦し、さらなる成長を追求していかなければなりません。

• 本日は、これからの10年を見越した新経営計画として「中長期成長戦略」についてご説明いたします。
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• 5年前に「中期経営計画2020」を策定した時から環境が大きく変わりました。この期間における最も大きな変化は企
業価値に対する認識が根底から変わったということだと考えております。経営者にかせられた課題は、ますます増えてき
ていますが、あらゆることを考え進めていきます。

• 「中期経営計画2020」では「シェアホルダー価値」を強く意識した時価総額目標を掲げましたが、今は株主や消費者
のみならず、従業員、取引先、地域社会、そして地球環境といったステークホルダーとの共生が最重要視される時代と
なり、これこそがESGやSDGsの背景であるという認識です。

• 2011年頃に提唱されたCSV：Creating Shared Valueという概念は、もはや一部の先進的企業のものではなく、
あらゆる企業にとっての大前提となったものと考えています。

• 「食足世平」「食創為世」という創業者精神に表れているように、当社は創業時からCSV経営を実践し続けてきたこと
となりますが、戦後の飢餓に見舞われていた創業時から時代は大きく変わった今、改めて「これからの日清独自のCSV
経営」を創出する時期がきたと考えております。当社グループではWell-beingの世界、環境問題、レジリエンスの問題
、DXの問題等に着目し、事業を通じて様々な課題を解決してまいります。
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• 当社グループのミッション、ビジョン、バリューを整理したものがスライド11です。

• 約10年前に持株会社制に移行した際に、創業者精神に基づき「EARTH FOOD CREATOR」というビジョンを掲げ
ましたが、その根幹は創業者が発明した即席めんが、まさにそうであったように「新たな食文化によって、Happyを創り
出していく」ということです。

• ステークホルダー資本主義の時代のなかでは、「食為聖職」の精神のもと、人にも社会にも、そして地球にとってもおいし
いものを提供し、新たな食文化として広め、それを通じて地球レベルで「美健賢食」を実践することが、これからの時代
における「食足世平」「食創為世」の体現であると考えています。

• 世の中のために食を創造することを追求し、日々CreativeでUniqueな仕事に取り組み、Globalな領域で、食を通
じて世界の人々にHappyを提供し続けることによって、CSV経営におけるビジョン「EARTH FOOD CREATOR」を
体現していきます。また、この4つの思考は、社員や経営陣にDNAとしてしっかりと根づかせられる取り組みも行っていま
す。
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• 中期経営計画2020の達成をもって、これからは「日清独自のCSV経営」におけるビジョン実現に邁進していくことにな
ります。その戦略は3つです。

• まずは、①既存事業の価値をさらにドライブ・向上していく「既存事業のキャッシュ創出力強化」。これは事業のポートフ
ォリオを大きくしながら持続成長させていく考えです。

• 次に、②環境との共生力を高めることでそのライフサイクルを超長期化、価値を持続させていく環境戦略「EARTH 
FOOD CHALLENGE 2030」。これは企業活動として必須な考えで、環境問題に対して積極的に取り組んでいきま
す。

• そして、③食のあり方自体を変えていく、まさに未来の食を創造していく「新規事業」です。

• 特に新規事業での説明が中心になりますが、当社の競争優位性はマーケティング＆イノベーションにおけるブランド力に
加え、長年培ってきた加工技術に基づく「Food Tech Company」としての競争力にあり、これによって3つの成長戦
略を支えていくこととなります。
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• こちらは、10年後の2030年度に向けた成長目標と、主に既存事業に関する戦略の基本方針となります。

• 既存事業については、現状2020年度はCOVID-19やその他収支“除き”の営業利益で約460億円ですが、これを
10年後には約2倍の800億円規模へと成長させていくことを目指しています。これはMid-single Digitで持続的に成
長させていくということで、3％の時や10％の時など多少の振れがある中、1桁台半ばで持続的に成長するということを
描いています。

• 既存事業のうち、一番大きく伸びるのは、海外事業だと考えています。現在の構成比は30％程度ですが、2030年
度には約45％規模を目指しており、その他収支“除き”の営業利益イメージでおおよそ350億円規模をイメージしてい
ます。付加価値市場におけるトップカンパニーとして、1桁台後半から2桁の成長、つまり年率約10％の成長を目指し
ます。海外事業は大きく4つに分かれていまして、米州地域、中国地域、アジア地域、欧州地域となっており、売上収
益および営業利益ともに伸ばしていきます。中でも米州地域、中国地域、アジア地域においては、各セグメントで営業
利益100億円クラスにまで育てていきたいと考えています。

• 国内非即席めん事業は、第2の収益の柱として2030年度には構成比約15％に育て上げるのが戦略目標です。現
在の事業セグメントで言う「低温事業と菓子・飲料事業」の2つに該当しますが、6社の事業会社がある中、こちらも利
益成長水準がMid-single Digitの1桁台後半の成長により、2030年度には約120億円程度の利益まで成長する
と推定しています。

• 国内即席めん事業は、「100年ブランドカンパニー」を目指し、国内総需要の拡大が2％前後の中、それを上回る成
長軌道を描いています。成熟市場であっても着実に伸ばし、あらゆる技術やマーケティングにより安定的な成長ができ
ると捉えています。

• 2030年度には、海外事業、国内非即席めん事業、国内即席めん事業を合わせた既存事業で800億円規模に成
長させていく方針ですが、図にあります通り、これに加え、新規事業によるさらなる飛躍を積み重ねていくことになります。
これは10年がかりでの取り組みを想定したもので、現時点では定量的な影響はまだ未定ですが、プラスアルファの貢献
として十分期待できる部分だと考えています。

• また、M&Aについては、今申し上げた目標には含めていません。ただし、EBITDA純有利子負債倍率は2倍以内で
考えていますが、M&A実施の場合は3倍まで機動的に検討していきます。

• さらに、あらゆる有事における追加的利益の影響、つまりレジリエンスの影響はこの計画には加味しておりません。

• それぞれの実現の方策については、次のスライド以降にてご説明します。
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• 海外事業の成長ドライバーはやはり引き続き「カップヌードルのグローバルブランディング」です。「カップヌードル」は今や世
界100カ国以上で販売され、その小売販売額は約2,000億円となり、国内だけでも2019年度には1,000億円に
到達しており、グローバルブランドのKPIとも言える「Billion Seller」をさらに超え「Double-Billion-Dollar Brand」を
狙えるステージにまで到達しています。

• 「カップヌードル」は、各地域の市場環境や消費者志向に最適化するかたちで、ブランドを多様化させることによって、各
地域におけるローカルブランドまでを対象にした競争優位性を確立していきます。

• 例えば、欧州地域では「Authentic Asia」というコンセプトで、アジアの本格的な味を提供する新製品をラインアップし
ています。北中米においては「Innovative Premium」のコンセプトのもと普及価格帯の製品からプレミアム商品にシ
フトしており、「Stir Fry」「Fire Wok」が売れ筋となり成果を成上げ始めています。南米では「Unique and Variety
」というコンセプトで、袋めんにはないユニークなフレーバーを開発しています。中国・アジアでは「Advanced Quality」
を掲げ、安全安心・具材豊富で品質の良い商品を提供しています。
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• 今申し上げたグローバルブランディングを中核に、各地の競争環境や自社のステージに応じたオペレーションへと展開し
ていくこととなりますが、端的に申し上げれば、「中期経営計画2020」の期間に築き上げた成長のモメンタムを保つとい
うことに尽きます。

• さらに前の中計期間であった2015年度までは地域的な拡大の優先により先行投資が続いていましたが、「中期経営
計画2020」の5カ年では主に利益面で大幅な成長を遂げてきました。5年前には30億円に満たなかった利益が今で
は150億円、COVID-19除きでも120億円を超え、5年CAGRで約35%強にも及ぶ高成長モードへと入っておりま
す。今まで、海外事業の貢献は小さかったですが、これからのグループの利益成長を力強く牽引していく存在です。

• これからは、「カップヌードル」も含め、各地での「成長領域」に集中した投資を行っていきます。
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• こちらは、現在のセグメントでいう「低温事業、菓子・飲料事業」を指すものです。ポートフォリオシフトへの強い意志を
込める意味で「非即席めん」として表現しています。まだ利益の面からは全体でもおおよそ50億円程度の規模ですが、
それぞれのNo.1領域を磨き続けることで着実に利益を増大させ続けており、過去5年ではそれぞれCOVID-19除き
でも約20%の成長率となっています。これらの利益を2030年度に120億円超まで育て、そして10年後には構成比
約15%の柱に育て上げるのが戦略目標です。
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• 日清食品・明星食品からなる「国内即席めん事業」についは、2020年度の営業利益は351億円で、COVID-19の
影響を除くと288億円となりました。これからの国内即席めん事業について端的に言えば、リーダーとして市場を刺激し
続けることによって、人口減少かつ成熟市場においても市場成長を上回る成長で、着実な増収増益を実現していくと
いうことです。
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• こちらは、すでに2020年に公表しております日清食品グループ環境戦略「EARTH FOOD CHALLENGE 2030」で
す。当社は、SBTに合致したCO2削減目標を公表しており、Scope1+2 の2030年度CO2削減目標は2018年
度対比で30％の削減、Scope 3は15％の削減としています。2018年度の段階で、日清食品グループ全体のCO2
の排出量は約41万トンです。もし何も手を打たなければ、CO2排出量が事業成長に応じて増加していきますが、30
万トン以下に抑えられるように様々な取り組みを強化してまいります。特に、環境問題については、できる限り、どこより
も早く対応を講じていきたいと思っており、より高いレベルでの環境対策推進を重要経営課題と位置付け、積極的な
取り組みを進めています。

• 次のスライド以降は3つ目の成長戦略「新規事業」についてのご説明ですが、こちらは管掌のCOO安藤徳隆よりご説
明させていただきます。
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• 中長期成長戦略の3つ目「新規事業の推進」に関して、私、COO 兼 日清食品 代表取締役社長の安藤 徳隆か
らご説明させていただきます。

19



• 日清食品は63年前の1958年に創業しました。当時は戦後で、食糧不足が健康悪化につながっていた時代であり、
そのような中、創業者の安藤百福が食べ物を手に入れるために並ぶ人たちを見て、誰もが手軽に手に入る食べ物を開
発したいという思いから、即席めんを発明したのが当社グループの始まりです。それから2021年、世界は様変わりし、
先進国では、食べ物が廃棄されるほど食糧飽和の時代となりました。更に、食べる量が増えたことで、健康悪化に繋が
る可能性のある時代になり、「飽食」について、今後の我々のテーマにしていく必要があると考えております。
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• 現代の食生活が抱える問題点の1つとしてオーバーカロリーによる肥満が世界的な課題になっています。世界で約20
億人以上が過体重または肥満により、健康リスクが増大しているという事実があります。そして、肥満による経済損失
が2兆USドルを超えると言われています。一方で、間違ったダイエット方法により身体に必要なカロリーや栄養素が不
足した「隠れ栄養失調」の増加も深刻な問題です。

• 例えば、カロリーを50パーセント抑制すれば、当然ながら体型は整っていく、細くなっていきますが、カロリーを半減すると
いうことは、含まれている必須栄養素も半減します。20代女性の野菜摂取量は、目標値に対して40パーセント不足
していると言われています。
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• 私自身も40歳を過ぎてから、健康診断の数値を気にするようになり、食べ過ぎないように気を遣っています。やはり、「
好きなものを好きな時に好きなだけ食べたい」、「食というのは楽しくなければならない」という思いもありますが、肥満のリ
スクや、健康診断の結果等から、最近は私自身も食事が楽しめなくなっていると感じていました。こういった経緯を経て
、「好きなものを好きな時に好きなだけ食べても大丈夫な世界をつくりたい」という考えに至りました。
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• 食のフードテックは、主に2つの方向性があると考えています。1つ目は、上部に記載されている「Sustainability」です
。代替肉や昆虫食など、フードテックのニュースの大部分で、この「Sustainability」のニュースに分類されます。当社も
例外ではなく、培養肉、培養ステーキの開発を進めており、「カップヌードル」に入っている大豆ミート、「謎肉」もプラント
ベースの食事に分類されます。本日皆様にお伝えしたいのは、「Well-being」についてです。

1つ目の「Sustainability」は、地球への負荷、地球の健康の問題に焦点を当て、「フードテックとして何を実施するか
」である一方、「Well-being」は人への負荷、人の健康に関わる課題への対応策です。私はこちらの観点も注目すべ
きだと考えています。この「Well-being」を高める完全栄養食、もしくは食の個別化等について、研究・開発を進めて
まいります。
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• これまでも完全栄養食というコンセプト自体はありましたが、世界を見渡しても世の中に浸透していない理由は、おいし
い完全栄養食の開発が難しいからです。食べ物にビタミンやミネラル等の必須栄養素全てを詰め込みますと苦味やえぐ
みが出てしまい、全くおいしさを感じず、おいしく食べることが出来ません。依然として、完全栄養食が浸透していないの
は、このまずさが理由と言えるでしょう。また、既存の栄養バランス食のような商品は世の中に様々あると思います。例え
ば、シェイクのようなものは、栄養素を粉で溶かし、水やミルク等で割って飲むタイプが多いですが、補助食品の類に入り
、食事ではありません。また、パスタ等のめん類に栄養素を入れてしまうと、苦味やえぐみが出てしまいおいしく食べること
が難しく、更に茹でた際に、ほとんどの栄養素が茹で汁のほうに抜けてしまうという課題もあります。加えて、シリアルバー
のようなものもありますが、食事ではなく補助食品としての位置づけが強いです。

• そこで、当社では、社員食堂で出てくる定食のような、あらゆる食事メニューの完全栄養食化を試み、また、課題であっ
た「おいしい完全栄養食」の開発を成功させたことで、通常の食事と完全栄養食を提供しても、どちらが完全栄養食な
のかが判別できないレベルまでにきています。
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• 「おいしい完全栄養食化」の開発の課題として、大きく5つのハードルがありました。1つ目は減塩してもおいしさを保つ技
術。2つ目は油分をカットしてもおいしさを保つ技術。人間の舌というのは、塩と油を感じるとおいしさを感じる仕組みで
あり、塩と油分をカットしてもおいしさを保つことは、かなり高いハードルでした。そして3つ目はカロリーをカットしても、おい
しさを保つにはどうしたらいいか。4つ目、先ほどお話しした必須栄養素を全て入れても、味のえぐみや苦味をマスキング
するにはどうしたらいいか。5つ目、調理時の栄養素流出を防止するにはどうしたらいいか。このような開発の課題を、63
年間に渡り培ってきたインスタント食品の加工技術を応用することで、5つの全ての課題をクリアし、おいしい完全栄養
食を実現させることができました。
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• こちらでは、おいしい完全栄養食を実現させる当社の優位性となるインスタント食品の加工技術についてご説明します
。まず減塩に関しては、塩化ナトリウムが身体に悪影響を及ぼすと言われておりますため、減塩手法としては、塩化ナト
リウムを塩化カリウムへ置き換えることが一般的です。ただし、カリウムは舌にえぐみを感じさせてしまい、おいしくない原因
になってしまいます。この問題に対しては、「カップヌードル ソルトオフ」で採用している当社独自の「ソルトオフ製法」を使
って解決しました。2番目の課題である、油分をカットしてもおいしさを保つ技術は、以前発売していました「カップヌード
ル ライト」の「ミスト・エアードライ製法」を活用しました。当該技術を用いることで、カロリーが半分で、おいしさは「カップヌ
ードル」そのままにといった製品でしたが、例えば、豚カツの調理の際に、油をほとんど使わずとも油で揚げたような豚カツ
の再現が実現できました。また、3つ目となる、カロリーをカットしてもおいしさを保つ技術に関しては、「カップヌードル コッ
テリーナイス」や、「カップヌードル ソルトオフ」で使用している「オリジナル3層麺製法」を採用しており、めんの中心層の
一部に食物繊維などを練り込むことでカロリーオフするといった製法を応用しています。最後に、味のえぐみ、苦味をマス
キングする、調理時の栄養素流出を防止する技術については、「All-in NOODLES」や「All-in PASTA」という商品
で使用している「栄養ホールドプレス製法」技術を応用して、この問題を解決しています。今回の完全栄養食は、この「
All-in NOODLES」や「All-in PASTA」とは全く異なるものであらゆる食事のメニューを置き換えています。「All-in 
NOODLES」というのは、完全栄養バランスではありませんので、全く別の商品だとご理解いただければと思います。
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• 今回開発した完全栄養食を「日清のおいしい完全食」のバージョン1.0と呼ばせていただきます。こちらの設計は、男性
は1日に1,650から3,050キロカロリー、女性は1,650から2,350キロカロリーを摂取することで、必要な栄養素が満
たされる設計になっています。つまり、日本人の16歳～64歳までの男女が1,650キロカロリーを摂取することで、すべて
の栄養素が満たされることになります。今はオーバーカロリーの時代ですので、今回の完全栄養食では、平均1食当たり
約500キロカロリー、それも、ご飯、主菜、副菜がある定食タイプの食事を再現しています。栄養素については、厚生労
働省が定めている33項目の栄養素を1食の中でバランス良く、全て取ることができます。塩分については、「スマートミー
ル基準」を採用し、この基準は500キロカロリーに対して1食当たり約3グラムまでの塩の使用量制限基準が設けられて
います。1食当たり3グラムでおいしさを出すことは非常に難しいことでありますが、塩味を感じることがおいしさでは重視さ
れる中で、当社は3グラム未満の食塩の使用量でおいしさを再現しました。
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• 当社の「おいしい完全食」は、摂取カロリーをある程度抑えても、食事摂取基準に沿ったPFCバランス、各種栄養素を
バランスよく摂取できる、新しいコンセプトの商品です。カレーライスの事例をご紹介したいと思います。左側が食堂等で
提供される一般的なカレーライスのデータです。凡そ1食換算で981キロカロリーと、比較的高い数値です。カレーのル
ーは、小麦の中に油やバターを入れて作り、ご飯にかけて食べるので、エネルギーは高めの981キロカロリーとなります。
食塩相当量も1食当たり4.6グラムと少し高めです。たんぱく質、脂質、炭水化物のPFCバランスを記載していますが、
やはり油を多く使用するため、脂質が多くなります。左下のスパイダーチャートを見ていただきますと、日本人の摂取基
準で設定されている33項目の栄養素のうち、24項目の栄養素が過不足していることがご理解いただけます。食物繊
維やカルシウム、マグネシウム、ビタミンB1、B2、ビタミンD、ビオチンなど、栄養素が不足しています。他方、完全栄養
食のカレーライスは、エネルギーは49パーセントオフの500キロカロリーにも関わらず、味はほぼ通常のカレーライスと遜色
がなく、むしろ更においしいカレーを再現しています。食塩相当量も46パーセントオフの2.5グラムです。たんぱく質、脂
質、炭水化物のPFCバランスも完璧なバランスになっています。スパイダーチャートも、必要な栄養素を全て充足してい
ることがご理解頂けるかと思います。33項目の栄養素がすべて満たされているので、365日、3食毎日この完全栄養
食のカレーライスを食べても、カロリーコントロールをしながら健康を損なわない、むしろ整っていくという設定になっておりま
す。
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• 日清のおいしい完全食を食べるとどうなるか、のスライドでは、2020年10月31日に日本未病学会学術総会で発表
させていただいた臨床試験のデータを掲載しています。男性被験者の74パーセントに体重の減少が見られました。体
脂肪率については、一般的に少し脂肪が付きすぎと判断される、体脂肪率20パーセント以上の被験者の内、約62
パーセントの方が改善しています。BMIについては、一般的にBMI25以上が肥満度1と判断される被験者の内、72
パーセントが改善しています。血圧は、高めの層の被験者の内、76パーセントが改善しています。中性脂肪については
、男性被験者の59パーセントが改善しています。この結果は、1カ月間、1日3食、計90食のうち40食を置き換えて
いただいた結果となります。

• こちらの結果以外にも、社内外における臨床試験を5回行っておりまして、全てにおいて、同様のバイタルデータ改善の
結果が出ています。
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• こちらのページでは、「メタボリックドミノ」についてご説明します。COVID-19のような感染症で亡くなるのは、全人類のう
ちの約3割と言われています。つまり、地球上の人類の約7割は、感染症ではなく非感染症で亡くなっています。非感
染症を大別すると、がん、もしくは、こちらの「メタボリックドミノ」に記載している要因が主な要因となっています。「メタボリ
ックドミノ」は、生活習慣が乱れてくると、まずは肥満となり、内臓脂肪が増加します。内臓脂肪が増加すると、腎臓や
腸管における代謝の乱れが起き、ドミノのように倒れていくことで、インスリン抵抗性が上昇します。ここまでは一本道で
す。ここから3本道に分かれ、体質にもよりますが、食後の高血糖、高血圧、もしくは脂質異常症などの生活習慣病の
症状が現れ始め、ドミノがバタバタと倒れていくことで、様々な死因にとつながっていくという原理です。

• 今回、我々が「メタボリックドミノ」で注目した点は初期段階の1本道です。生活習慣が乱れ、内臓脂肪が増加し、イン
スリン抵抗性が上昇してくる、この1本道においてドミノが倒れるのを防ぐことができれば、この先の生活習慣病の進行は
防げるのではないか、という考えです。肥満、インスリン抵抗性のドミノ倒しを、完全栄養食で止めることができれば、未
病改善、未病対策が可能となると考えております。おいしい完全栄養食のバージョン2.0では、この「メタボリックドミノ」
が倒れることを防ぐために、分子栄養学的な完全栄養食の設計を慶應義塾大学と進めてまいります。
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• 今回ご協力いただく方々のご紹介です。慶應義塾大学病院病院長の北川先生をはじめ、「メタボリックドミノ」のコンセ
プトの提唱者である伊藤先生、先ほどビデオにご出演いただいた金井先生は、腸と脳の相関関係や分子栄養学の権
威です。歯科・口腔外科学の中川先生にもご協力いただき、分子栄養学という観点からのアプローチを試みる、完全
栄養食バージョン2.0の開発を進めてまいります。
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• この日清のおいしい完全食のビジネス展開については、まずは約1年のスパンで、5つの方向性について検討しています
。まず1番目、左上記載の定期宅配便（D2C）ですが、アプリを活用することで未病改善のインテンシブプログラム等
を展開してまいります。2番目は右上に記載の社員食堂・レストランにおける完全栄養食のサービスです。健康経営が
非常に注目されている昨今、企業や健康経営にとって、完全栄養食の定食を提供することは非常に有意義であると
捉えています。つづいて、左下に記載の3番目、シニアの健康寿命延伸サポートプログラムの開発です。4番目は、日
清食品グループがこれまで従来販路として持っている小売販売、コンビニ、スーパー、ドラッグストア等で、「カップヌードル
」「カレーメシ」のようなインスタントフード、もしくは、日配品の弁当等の完全栄養食化を進めていきたいと考えています。
右下に記載の5番目は、スマートシティ構想です。完全栄養食を摂取するだけではなく、「Well-being」を加速させる
あらゆるテクノロジーが詰め込まれた、街ごとデザインするスマートシティプロジェクトも今後の可能性として考えています。
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• こちらは、定期宅配便（D2C）事業の概要となりますが、当社でオリジナルのアプリ開発を進めており、今秋を目途に
アプリのベータ版をリリースしたいと考えています。アプリによって、おいしくて栄養バランスのいい食事を手間なく簡単に入
手できるアプリの開発です。メニューは約300種類の開発に取り組んでいますが、サービススタート当初は20～30種類
のメニューの販売を検討しています。アプリでは、健康状態の維持・改善の可視化が可能となり、また、完全栄養食に
よりバイタルデータが改善されているかということも管理したいと思っています。アプリの中に食と健康、栄養と健康に関す
るアルゴリズムが入っており、この食と健康状態の解析モデル、AIアルゴリズムに関しては、AIの先進企業の㈱
Preferred Networks様と共同開発を進めております。将来はこのアルゴリズムを進化させて、食のパーソナライズを
目指してまいります。
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• 続いて、社員食堂事業についてです。昨今、健康経営というものが注目されています。例えば先述した1か月の食事
90食中の40食を完全栄養食に置き換えるだけで、バイタルデータだけでなく、プレゼンティズムの改善も臨床試験の結
果から確認されています。プレゼンティズムが改善されると業務生産性が向上しますので、企業にとっても大きなベネフィ
ットがあると考えています。さらには、健康経営を加速させることで、従業員の満足度の向上にもつながると考えています
。2021年度上期もしくは下期に、100名規模の実証実験を伊藤忠商事㈱様と、岡山を拠点にまちづくりを進められ
ている両備ホールディングス㈱様の社員食堂で始めさせていただきたいと思っています。この実証試験を経まして、
1,000人規模の社員食堂の事業への拡大を今後目指していきます。
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• 続いてシニア事業の概要です。中央部に記載の「フレイル・サイクル」は、シニアの方々にとって非常に重大な現象です
。「フレイル・サイクル」が進行すると、要介護状態になる可能性が高くなると言われています。まず、サルコペニアという、
高齢になるに伴って筋肉量が減少していくという現象が起きます。筋肉量が減少すると基礎代謝が低下していく、基礎
代謝が低下すると、エネルギー消費量が低下する、エネルギー消費量が低下すると食欲が減少する、食欲が減少する
と食事量が減少しますので、低栄養状態になって、ますます筋肉量が減少し、転倒や骨折、慢性疾患の悪化などのリ
スクが増大し、介護が必要な状態になりやすくなる、この高齢者に見られる悪循環を「フレイル・サイクル」と呼んでいま
す。

• シニア向けの完全栄養食は、先ほどご説明した完全栄養食とは設計が真逆となります。シニアの方々というのは、食欲
が低下して食事量が少なくなります。そこで、日清の完全栄養食は、必要な栄養素とカロリーをしっかりと詰め込み、「フ
レイル・サイクル」を防止します。「フレイル・サイクル」を止めることで、高齢者の方々の健康寿命を伸ばすことが可能で
はないかと考えております。健康寿命を伸ばすということを目的にしたプログラム開発を目指しており、例えば、シニア向
けの弁当や惣菜、インスタント食品等の開発を考えております。
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• 続いて小売業販売事業のご説明ですが、こちらは現在の即席めん事業で展開している販売チャネルの話になります。
「カップヌードル」や冷凍食品等といったパッケージフード、または、スーパーマーケットやコンビニエンスストアで販売してい
る弁当も完全栄養食化が可能です。さらに、ミールキットの完全栄養食化によるニーズも考えていますので、これらの商
品開発を今後約1年のスパンで進めてまいります。
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• 5番目のスマートシティ構想についてお話させて頂きます。スマートシティであれば、あらゆるタッチポイントで完全栄養食
を手に入れる環境が当初から設計できると考えております。例えばスマートシティの中のカフェテリア、フードコート、レスト
ラン、食品スーパー、デリバリー等、様々なシチュエーションで無意識に完全栄養食が手に入る、そういった環境を整え
ることも、「Well-being」を高めていく上で有効であると考えており、まちづくりへの着手も今後取り組んでいきたいと思っ
ております。スマートシティ構想のパートナーシップについては、今後段階的に発表させていただきます。食だけではなくて
医療面、例えば、施設内にクリニックがあれば、より身近に健康をトラッキングすることも可能ですし、施設内のジムを使
い、食と運動を絡めることにより、さらに健康を高めていくデータプラットフォームの開発が可能ではないかと考えています。
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• こちらでは、既存事業とのシナジー、及び海外への展開についてお話します。フードデザート問題というものを大きなキー
ワードとして捉えております。フードデザートとは、近隣にスーパー等が存在せず、自動車や公共交通機関が利用できな
い人々が集まって住んでいるようなエリアを指します。このようなエリアでは、生鮮食品が極端に入手困難であり、食事
事情の悪化から栄養不足や肥満が加速され、健康問題にも繋がると指摘されています。イギリスで生まれたこの考え
方については、特に欧米諸国で社会問題として顕在化しており、完全栄養食を用いて解決の糸口を見つけ出せるの
ではないかと考えています。

• 米国では、サウスセントラルエリア等で、フードデザート問題が大きな関心を集めています。近隣に大型スーパーがなく、
生鮮食品が入手困難で、加工食品しか食べられないことにより、栄養が偏っていく傾向にあります。その環境下でもカ
ロリーは摂取できるのでオーバーカロリーになり、偏食により肥満等が進行し、生活習慣病のリスクが高まっていく、さらに
、医療保険の格差も日本と比べものにならないほど大きな問題になっておりますので、病気になっても病院で受診する
ことができず、死亡率が上昇してしまうという状態に陥っています。そこで、年間数十億人のユーザーの方にアクセスする
ことが可能な「CUP NOODLES」や「TOP RAMEN」を完全栄養食化することができれば、完全栄養食を提供するこ
とが可能となります。この構想が進めば、世界のフードデザート問題、世界的な社会課題の解決につながる可能性も
期待できます。
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• 当然ながら自社のコア技術だけでなく、足りない技術についてはオープンイノベーションで進めてまいります。「Health 
Measuring」についてのテクノロジー、「Health Data」関連、「Advanced Material」といった様々な技術を探索し
ていきたいと考えております。それに際しては、SCRUM VENTURES様やUC Berkeley様等にアドバイスを頂いてお
ります。
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• オープンイノベーションの事例ですが、尿中のマイクロRNAでがんの早期発見するチップを開発している先進的な企業で
あるCRAIF様と協力して、尿から採取されるマイクロRNAを使って健康データを蓄積していくことを考えています。このマ
イクロRNAで生活習慣病の早期発見をしていく、そんな新たな未病対策の分析方法を確立する狙いを込めておりま
す。
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• まずは、この「おいしい完全食」というコンセプトを普及させることが第一と考えております。この普及が進んでからセカンド
ステップとして、パーソナライズされた完全食というものを提供していきたいと考えております。
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• こちらの写真は、大阪大学名誉教授の松澤佑次先生ですが、2005年から2006年頃日本でメタボリックシンドローム
という考え方を提唱された先生です。日本は健康を取り戻せる範囲にある「メタボ」をきっかけに患者さんの健康意識を
高めれば、世界で成し得なかった予防医学が実現する、というコメントをされています。つまり、予防医学を確立した国
家はまだ地球上にないということです。
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• まず日本をそういった予防医療国家、推進国にしていきたいという思いから、この完全栄養食プロジェクトについて、「#
日本を、未病対策先進国へ」というようなタグラインを考えております。栄養補助食品はたくさん存在していますが、普
段、普通に食べているあらゆる食事のメニューを全て完全栄養食化するという商品はまだ存在していません。さらには、
病気の手前の未病状態の人、現在健康な人、健常な人をターゲットに未病対策をするというのは新しいコンセプトに
なりますので、この領域を掘り進めていきたいと考えております。

• このプロジェクトを、AI技術に長けたPreferred Networks様や、慶應義塾大学の医学部の方々、もしくはスマート
シティ計画の今後発表していくパートナー様などと共に実現していきたいと考えております。
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• 投資については、継続的に既存事業のコア営業利益の5パーセントから10パーセントを新規事業に投下してまいりま
す。例えば2021年度で申し上げますと、大体25億円から45億円のレンジになります。新規事業の投資の他社事例
をいろいろ調べましたが、おおよその企業基準で大体5パーセントから10パーセント、IT企業においては約20パーセント
を投資基準としているようですので、食品メーカーとして負担になり過ぎない投資をこれから継続的に投下してまいりま
す。まずは3年から5年かけて、おいしい完全食というコンセプトを世界に普及させ、その上で5年ぐらいかけ、AIアルゴリ
ズムを進化させてまいります。その先には食とパーソナルヘルスデータのプラットフォームというものを築き、その中で食のパ
ーソナライズ化というものを10年くらいのペースで繋げていきたいと思います。
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• 新規事業の説明については以上となりますが、クリエイティブとフードテックで世界の食をリードする、そういった看板を新
規事業においては掲げ、「FUTURE FOOD CREATOR」としてビジネスを拡大させてまいります。

• 私からは以上となります。それでは、引き続きまして、中長期経営戦略と2021年度の経営方針について、本年度より
CSOに着任しました横山からご説明をさせていただきます。
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• ここからは、今年4月1日よりCSOを務めさせていただいております、横山から説明させていただきます。

• 中長期成長戦略の数値目標の確認です。先ほどCEOの安藤より説明いたしましたとおり、当社では既存事業のコア
利益を1桁台半ば水準、すなわちMid-single Digitで中長期にわたり持続成長させていくことを経済価値の中核とし
て設定します。
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• 持続的な成長を測定するにあたり、新たにNon-GAAP指標を設定します。

• まずはIFRS営業利益から非経常損益としての「その他収支」を控除した「コア営業利益」を算出し、

• 次に現地通貨ベースでの成長を測定するために「為替変動影響」を控除、

• そして先ほどCOOの安藤より説明のあったとおり、新規事業に対して5~10%の積極的な投資を行って参りますので、
かかる投資・進捗と、その土台となる既存事業の業績を明確に分離して管理するため、「新規事業損益」を控除した「
為替一定ベース既存事業コア営業利益」を定め、これをMid-single Digitで成長させていく方針です。

• 新規事業については中期的に先行投資期間が続くものの、常にピボットを繰り返しながら収益とポテンシャルのバランス
を見定めつつ、長期的な取り組みとして全体の成長をドライブしていくという位置づけです。
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• スライド50は、今ご説明した「利益の成長性」を含めた中長期経済価値ターゲット、すなわち財務目標の全体像です
。

• 利益の成長性を、効率的な資本活用としてのROE目標、安定性確保のための有利子負債水準で支え、これによっ
て安定的な株主還元をコミットします。

• 当社は過去減配を行っておりませんので、実質的にはこれまでと同様の「累進的配当」を正式に掲げます。

• このもとで、前中計期間の平均配当性向である約40%を目安に柔軟な増配を行いながら、市場環境を考慮した機
動的な自己株式取得を実施してまいります。

• また、前中計における時価総額1兆円目標の達成に伴い当社の5カ年TSRは約165%と、TOPIX食料品を1.6倍
上回る結果となりましたが、引き続き資本市場価値に関するコミットを続けるべく相対TSRを採用いたします。

• これらを、主にEARTH FOOD CHALLENGE 2030を通じて追求する環境価値や、既存事業・新規事業ともに追
求する社会価値といった非財務目標と同時実現させ、当社のCSV経営とする方針です。

• 以上が、「中長期成長戦略」のご説明となります。
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• 引き続き私（CFO横山）の方より2021年度の経営方針と通期連結業績予想をご説明します。
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• 21年度のコンセプトは「Make A Fresh Start」です。

• まさに中長期成長戦略の初年度としてフレッシュスタートを切り、3つの成長戦略と組織・人材の変革のスタートダッシュ
を切る年となります。
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• 冒頭20年度決算パートにてご説明のとおり、20年度はCOVID-19や湖池屋連結子会社化に伴うその他収支によ
って大きな影響を受けた年であり、営業利益555億円はこれらをすべて内包した数値となっています。

• この営業利益555億円から、湖池屋企業結合による影響を含むその他収支影響49億円とCOVID-19影響105
億円を控除、そして新規事業投資△18億円を加算調整した419億円が先ほどご説明の「既存事業コア営業利益」
となります。

• これをベースに損益を再起動＝Rebootし、そこからのDouble Digit成長となる既存事業コア営業利益470億円を
起点にフレッシュスタート、そして中長期にわたるMid-single Digit成長を目指します。

• 新規事業については、先ほどご説明のとおり、既存事業コア営業利益の5~10%を積極投資していく予定です。
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• スライド52は、Non-GAAP指標としての既存事業コア営業利益の採用を含めた業績予想の前提となります。

• これに伴い、21年度業績予想分よりIR上のセグメントとして新たに「新規事業」セグメントを新設します。

• また、湖池屋連結子会社化に伴い菓子事業のグループシナジーをより強めていく意味合いにて、これまで「菓子・飲料
事業」としていたセグメントから、飲料事業を低温事業に移管することで、「菓子事業」セグメントを個別開示いたします
。
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• スライド53は通期連結業績予想です。

• 2021年度は+約350億円、COVID-19除きでは+約500億円で2桁増収となる売上収益5,400億円を、そして
既存事業コア営業利益は先ほどご説明の考え方に基づき470億円を予想として掲げています。

• 既存事業についてはこの利益を必達していく方針ですが、新規事業については短期的な収益ではなく「長期的な成長
ドライバーとすべく」既存事業コア営業利益の5~10%の“範囲内”で先行投資を実施し、Pivotを繰り返しながら展
開していくものであることから、既存事業コア営業利益からこの5~10%相当を控除するかたちで、レンジ表記にて営
業利益以下の利益予想を算出しており、今年度以降当面の間はこのような業績予想を継続していくことを予定して
おります。
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• スライド54は、セグメント別の予想です。

• 引き続きカップヌードルミュージアム等におけるCOVID-19のネガティブ影響を受ける国内その他を除いて全セグメントで
増収を予想します

• 利益面では、原則として2020年度におけるCOVID-19の影響を控除した数値をベースに全セグメントでの増益を予
想、これは成長戦略2030として申し上げた中長期的な成長性水準に即したものとなっています。
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• スライド55は、2021年度の財務・資本政策です。

• 今期は約550億円の営業キャッシュフローを見込んでおり、政策保有株の売却資金を加味し、これらを財源に株主還
元、設備投資、事業投資に充てて参ります。設備投資や事業投資の案件次第では、必要に応じて、手元預金、政
策保有株の追加売却や各種ファイナンスにて充当していきます。

• 株主還元施策として、まず配当ですが、累進的配当を原則的な考え方として取り入れ、普通配当を前年度対比10
円増配し、年間1株当たり120円を予定しており、それに加えて、カップヌードル発売50周年記念配当を1株につき
10円、中間配当として実施する予定です。合計で1株当たり130円となり、配当性向は41~44％を見込んでおりま
す。

• もう1つの株主還元施策として、自己株式取得についてですが、2021年度120億円の自己株式取得枠設定の決
議がされました。全額を市場内買付で実施していく予定となります。

• 政策保有株の縮減についてですが、2020年度CG報告書にて掲げた「今後2～3年内に2019年度末比20%相
当の縮減を行う方針」につき、現時点で既に計画前倒しで達成しました。 新たに4月の取締役会にて「今後2年程
度で100億円を目途とした追加売却の方針」が決議されましたので、引き続き縮減を進めて参ります。

• 以上にて、本決算説明会の説明を終わらせていただきます。
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